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「ネツレングループサステナビリティ基本方針」制定および 

「全社サステナビリティ推進委員会」設置のお知らせ 

 

当社は、サステナビリティに関する取り組みを推進するため、「ネツレングループサステナビリティ
基本方針」を制定するとともに、ＣＳＲ活動の人権に関する項目を加え活動範囲を広げることから、全

社ＣＳＲ推進委員会から全社サステナビリティ推進委員会へ昇格改組することを本日開催の取締役会で
決議いたしましたので、お知らせいたします。 

  

記 

１．制定および設置の理由  

当社は、SDGsを経営の中心に据え、長期経営ビジョン「NETUREN VISION 2030」を策定し、サステナビ
リティの観点で事業を進めております。 

今、企業に求められるサステナビリティの観点でこれまで行ってきたＣＳＲ活動基本計画を総点検し、
気候変動・地球環境への配慮に加えて新たに人権の尊重に関わる活動を織り込むことなどが必要なこと
から、ネツレングループサステナビリティ基本方針の制定と全社サステナビリティ推進委員会の設置に

至りました。 

 

２．ネツレングループサステナビリティ基本方針の位置付け 

 ネツレングループサステナビリティ基本方針は、経営理念の下、ビジョンや行動基準等とともに事業 

活動を通じて持続可能な社会づくりに貢献するための重要なポジションに位置付けられております。 
 

 



 

 
 

３．ネツレングループサステナビリティ基本方針   

１．地球環境との共生 

地球環境との共生を基本として、CO２排出削減に有効なIH(誘導加熱)熱処理技術を核とする技術・

製品を通じ、企業の社会的責任を果たします。 

 

２．持続可能な社会づくりに貢献 

持続可能な社会づくりに貢献し、環境負荷を低減するとともに企業価値を高めます。 

 

３．社会的な使命の認識 

環境保護・人権擁護・地域社会との共存等が企業の社会的な使命であることを全役員、従業員が十
分に認識します。 

 

４．信頼されるパートナーを目指す 

世界をリードする技術力、高品質、高いお客様満足度、そして透明で公正な企業文化を背景に社会
から信頼されるパートナーを目指します。 

 

５．ステークホルダーとの連携 

サステナビリティに関して、ステークホルダーに対し適時適切な情報開示を行い、信頼関係を醸成
します。 

 

６．活力ある企業グループを目指す 

安全および健康を基本として、人を育て活力ある企業グループを目指します。 

 

４．マテリアリティ 

  当社の事業における重要性が高いマテリアリティを特定し、整理しました。 

E:環境 S:社会 G:ガバナンス 

・CO2削減 

・EMS(環境マネジメントシステム) 

 の適切な運営 

・土壌汚染防止・水使用量削減 

・化学物質の使用削減と適正な 

 管理 

・品質保証活動の推進 

・サプライチェーンマネジメント 

の推進 

・人権尊重 

・人財育成 

・ワークライフバランスの推進 

・ダイバーシティの推進 

・労働安全衛生 

(働きやすい職場づくり) 

・地域社会との共生 

・企業情報の開示 

・財務内部統制の強化 

・コンプライアンスの浸透 

 および検証 

・情報セキュリティ対策 

 (パソコン運用システム) 

・リスクマネジメント 

・CSR活動浸透策 

・ステークホルダー・エンゲー 

ジメント 

 

  

 

 
 

 

 



 

 
 

５．全社サステナビリティ推進委員会の構成 

 全社サステナビリティ推進委員会は、社長執行役員を委員長とし、取締役や監査役（社外を含む）、
執行役員、関連部室長等で構成されております。  
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６．全社サステナビリティ推進委員会の役割 

 全社のサステナビリティ活動の統括、活動計画の立案、取り組みの推進、進捗状況の確認、結果の評

価等を行います。 

 

７．制定日  

  2023年４月７日 
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